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Ⅰ . 平成 25 年度　軽種馬防疫協議会　常任委員会開催報告

1Ⅰ . 平成 25 年度　軽種馬防疫協議会　常任委員会開催報告

平成 25 年度軽種馬防疫協議会常任委員会が下記のとおり開催され、提出議題はすべて承認された。

１．開催日時：平成 25 年 5 月 29 日（水）　15:00 ～
２．場　　所：日本中央競馬会　六本木事務所 9 階　第 1 会議室
３．出 席 者：議　　長：後藤　正幸　（日本中央競馬会　常務理事）
　　　　　　　常任委員：石島　一郎　（地方競馬全国協会　理事）
　　　　　　　　　　　　西村　啓二　（日本軽種馬協会　副会長・常務理事）
　　　　　　　　　　　　本城　敬文　（日本馬術連盟　常務理事）
　　　　　　　　　　　　益満　宏行　（日本中央競馬会　理事）
　　　　　　　幹　　事：岩﨑　幸治　（地方競馬全国協会　公正部長）
　　　　　　　　　　　　雑賀　雅弘　（地方競馬全国協会　公正部調査役）
　　　　　　　　　　　　佐藤　信博　（日本馬術連盟　事務局長）
　　　　　　　　　　　　木村　慶純　（日本軽種馬協会　業務部長）
　　　　　　　　　　　　朝井　　洋　（日本中央競馬会　馬事部長）
　　　　　　　　　　　　伊藤　　幹　（日本中央競馬会　馬事部防疫課長）
　　　　　　　事 務 局：奥　河寿臣　（日本中央競馬会　馬事部部長補佐）
　　　　　　　　　　　　栗本慎二郎　（日本中央競馬会　馬事部防疫課長補佐）
　　　　　　　　　　　　菊地　拓也　（日本中央競馬会　馬事部防疫課）
　　　　　　　　　　　　南　　卓人　（日本中央競馬会　馬事部防疫課）
４．議　　題：
　１）平成 24 年度軽種馬防疫協議会 事業報告ならびに収支決算
　（１）主な事業内容
　　　①常任委員会（5 月 24 日）・専門委員会（6 月 6 日）の開催
　　　②関係機関・関係団体との連絡協調
　　　　・防疫に関する主催者間の意見交換会（6 月 6 日）の開催
　　　③平成 24 年　馬の予防接種要領の制定
　　　④社団法人中央畜産会衛生指導部の発行する「健康手帳」の監修
　（２）防疫思想の啓発および普及
　　　①軽種馬防疫協議会ニュースの作成・配布
　　　　・軽防協ニュース Vol.40：平成 25 年 3 月発刊
　　　②軽種馬防疫協議会ニュース速報の作成・配布
　　　　・速報は定期 4 回発刊（平成 24 年 6 月 ,9 月 ,12 月 , 平成 25 年 2 月）
　　　　・速報号外は 8 回配信
　　　③ Equine Disease Quarterly の作成・配布
　　　　・4 回発刊（Vol.21,No.2-4、Vol.22,No.1）
　　　④馬の予防接種啓発用リーフレットの作成・配布
　　　　・予防接種（馬インフルエンザ・日本脳炎・破傷風）啓発用リーフレット作成・配布（9,500 部）
　　　⑤公益社団法人中央畜産会が発行する感染症テキストの監修（馬インフルエンザ第 3 版等）
　　　　・馬インフルエンザ第 3 版等
　　　⑥軽種馬防疫協議会のホームページの更新
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2Ⅰ . 平成 25 年度　軽種馬防疫協議会　常任委員会開催報告

　　　　・ホームページリニューアル（ホームページアドレス　http://keibokyo.com/）
　　　　・軽防協ニュース、ニュース速報、ニュース速報号外および EDQ の掲載
　（３）防疫に関する研究および疫学情報の収集伝達
　　　①防疫に関する国内および海外の情報収集
　　　②防疫に関する研究成果の伝達
　（４）平成 24 年度軽種馬防疫協議会　収支決算報告【3 ページ】
 収入確定額から支出確定額を差し引いた、平成 24 年度の繰越金は 555,931 円であった。
　（５）平成 24 年度軽種馬防疫協議会　積立金収支決算報告【3 ページ】
　
　２）平成 25 年度軽種馬防疫協議会　事業計画ならびに収支予算（案）
　（１）主な事業内容
　　　①常任委員会（5 月 29 日）・専門委員会（6 月 12 日）の開催
　　　②関係機関・関係団体との連絡協調
　　　　・防疫に関する主催者間の意見交換会（6 月 12 日）の開催
　　　③平成 25 年　馬の予防接種要領の制定
　　　④公益社団法人中央畜産会衛生指導部の発行する「健康手帳」の監修
　（２）防疫思想の啓発普及
　　　①軽種馬防疫協議会ニュースの作成・配付（年 1 回発刊予定）
　　　②軽種馬防疫協議会ニュース速報の作成・配付（年 4 回発刊予定、号外随時発刊予定）
　　　③ Equine Disease Quarterly の作成・配付（年 4 回発刊予定）
　　　④馬の予防接種（馬インフルエンザ・日本脳炎・破傷風）啓発用リーフレットの増刷・配布
　　　⑤公益社団法人中央畜産会が発行する感染症テキストの監修
　　　⑥軽種馬防疫協議会ホームページの管理・情報発信
　（３）防疫に関する研究および疫学情報の収集伝達
　　　①防疫に関する国内および海外の情報収集
　　　②防疫に関する研究成果の伝達
　（４）平成 25 年度軽種馬防疫協議会　収支予算（案）　【3 ページ】
　（５）平成 25 年度軽種馬防疫協議会　積立金収支予算（案）【3 ページ】

　３）平成 25 年　馬の予防接種要領について（案）　　
　　　　　
５．報告事項：
　　１）競馬場への入厩条件について
　　２）国内伝染病発生状況
　　３）海外伝染病発生状況
　　４）馬の輸出入検疫状況
　　５）生産地等における防疫推進事業
　　６）動物用インフルエンザワクチン国内製造用株選定委員会
　　７）馬防疫検討会
　　８）その他
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3Ⅰ . 平成 25 年度　軽種馬防疫協議会　常任委員会開催報告

収 入 の 部 支 出 の 部
科　　目 24 年予算額

表 1.　平成 24 年度　軽種馬防疫協議会収支決算書
（平成 24 年 4 月 1 日～平成 25 年 3 月 31 日）

収 入 確 定 額 差　額 科　　目 24 年予算額 収 出 確 定 額 差　額 備　　考

前 年 度 繰 越 金

日本中央競馬会
分　担　金

地方競馬全国協会
分　担　金

雑 収 入
（預金利子）

641,754

2,842,254計

641,754 0

0

0

266

2,841,988 ▲ 266

事 業 費
会 議 費
諸 謝 金

印 刷 費

通 信 費
HP管理業務費
雑 費

事 務 諸 費

予 備 費

次年度へ繰越金
計

65,000
45,000
20,000

2,380,000

97,254

1,700,000

2,842,254

8,820
8,820

0
1,977,237

0
2,286,057

555,931

1,623,910

2,841,968

56,180
36,180
20,000

402,763

97,254

▲ 266

76,090

常任・専門委員会、幹事会

Equine Disease Quarterly、
軽防協ニュース、予防接種リーフレット等
送料等
レンタルサーバー保守・管理費、HP メンテナンス代
役務費、封筒、文具、図書等

（単位：円）

支 出 額 計

300,000
280,000
100,000

260,158
86,766
6,403

積 立 金

39,842
193,234
93,597

HP リニューアル

HP リニューアル

収 入 の 部 支 出 の 部
科　　目 24 年予算額

表 2.　平成 24 年度　軽種馬防疫協議会積立金収支決算書
（平成 24 年 4 月 1 日～平成 25 年 3 月 31 日）

収 入 確 定 額 差　額 科　　目 24 年予算額 支 出 確 定 額 差　額 備　　考

1,694,571計 1,694,414 ▲ 157

印 刷 費
HP 管 理 業 務 費

支 出 額 計
次年度へ繰越金

計

0
800,000
800,000
894,571

1,694,571

0
736,680
736,680
957,734

1,694,414

0
63,320
63,320

（単位：円）

前 年 度 繰 越 金
平成 24 年度

積 立 金

雑収入（預金利子）

1,394,271

300,000

300

1,394,271

300,000

143

0

0

▲ 157
▲ 157

表 3.　平成 25 年度　軽種馬防疫協議会収支予算（案）
（平成 25 年 4 月 1 日～平成 26 年 3 月 31 日）

収 入 の 部 支 出 の 部
科　　　　目 差　　額 科　　　目 金　　額 備　　 　考

前 年 度 繰 越 金

日本中央競馬会分担金

地方競馬全国協会分担金

雑 収 入（ 預 金 利 子 ）

2,756,231計

555,931

1,100,000

1,100,000

300

事 業 費
会 議 費
諸 謝 金

印 刷 費

通 信 費
HP 管 理 業 務 費
雑 費

事 務 諸 費

積 立 金

次年度へ繰越金
計

50,000
30,000
20,000

2,270,000

300,000
136,231

1,800,000

常任委員会、専門委員会、幹事会

Equine Disease Quarterly、軽防協ニュース、
予防接種リーフレット等
送料等
レンタルサーバー保守・管理費、HP メンテナンス代
役務費、封筒、文具、図書等

冊子やリーフレットの印刷
HP の情報更新等

（単位：円）

2,756,231

感染症テキスト等のための積立金
予 備 費

300,000
120,000
50,000

収 入 の 部 支 出 の 部
科　　目

表 4.　平成 25 年度　軽種馬防疫協議会積立金収支予算（案）
（平成 25 年 4 月 1 日～平成 26 年 3 月 31 日）

科　　目 金　　　額 備　　　考

計 1,258,034 計

400,000
0

858,034

（単位：円）

前 年 度 繰 越 金
平 成 23 年 度 積 立 金
雑 収 入（ 預 金 利 子 ）

957,734
300,000

300

印 刷 費
HP 管 理 業 務 費
次 年 度 へ 繰 越 金

金　　　額

1,258,034

1,100,000 1,100,000

1,100,000 1,100,000

500 234

300,000 0300,000
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1Ⅱ . 平成 25 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会開催報告

Ⅱ . 平成 25 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会開催報告
平成 25 年度軽種馬防疫協議会専門委員会が下記のとおり開催され、提出議題はすべて承認された。

１．開催日時：平成 25 年 6 月 12 日（水）　13:30 ～
２．場　　所：日本中央競馬会　六本木事務所 9 階　第 1 会議室
３．出 席 者：53 名（来賓 1 名・常任委員 4 名・専門委員 40 名 [ 代理出席 4 名 ]・事務局員 3 名・オブザーバー 5 名）
　　　　　　　来　　賓：川島　俊郎　（農林水産省 消費・安全局 動物衛生課長）
　　　　　　　議　　長：後藤　正幸　（日本中央競馬会　常務理事）
　　　　　　　常任委員：飯田　道夫　（地方競馬全国協会　理事）
　　　　　　　　　　　　西村　啓二　（日本軽種馬協会　副会長・常務理事）
　　　　　　　　　　　　本城　敬文　（日本馬術連盟　常務理事）【欠席】
　　　　　　　　　　　　益満　宏行　（日本中央競馬会　理事）
　　　　　　　専門委員：
　　　　　　　　　農林水産省
　　　　　　　　　　　　小原　健児　（競馬監督課　首席競馬監督官）
　　　　　　　　　　　　山野　淳一　（競馬監督課　課長補佐（地方班長））
　　　　　　　　　　　　飯野　昌朗　（畜産振興課　畜産専門官）
　　　　　　　　　　　　大倉　達洋　（動物衛生課　防疫業務班　課長補佐）
　　　　　　　　　　　　眞子　丈資　（動物衛生課　検疫業務班　係長）【代理出席】
　　　　　　　　　　　　向井　清孝　（動物検疫所　検疫部長）　
　　　　　　　　　　　　中村　成幸　（動物医薬品検査所　検査第一部長）
　　　　　　　　　農業・食品産業技術総合研究機構　動物衛生研究所
　　　　　　　　　　　　坂本　研一　（国際重要伝染病研究領域長）
　　　　　　　　　　　　山川　　睦　（ウイルス・疫学研究領域　プロジェクトリーダー　上席研究員）
　　　　　　　　　地方競馬全国協会
　　　　　　　　　　　　岩﨑　幸治　（公正部　部長）
　　　　　　　　　　　　雑賀　雅弘　（公正部　調査役）
　　　　　　　　　日本軽種馬協会 
　　　　　　　　　　　　木村　慶純　（業務部長）
　　　　　　　　　日本馬術連盟
　　　　　　　　　　　　佐藤　信博　（事務局長）
　　　　　　　　　　　　川嶋　　舟　（獣医委員会委員）
　　　　　　　　　地方競馬主催者
　　　　　　　　　　　　伊藤　　真　（岩手県競馬組合　業務課　管理監）
　　　　　　　　　　　　原　　　裕　（埼玉県浦和競馬組合　業務課　主幹）
　　　　　　　　　　　　中嶋　将彦　（特別区競馬組合　競走課　主査）
　　　　　　　　　　　　多々見晋一　（石川県競馬事業局　競馬業務課　管理係）【代理出席】  
　　　　　　　　　　　　安達　教治　（愛知県競馬組合　業務課）  
　　　　　　　　　　　　小谷　貴彦　（兵庫県競馬組合　西脇馬事公苑　管理事務所　課長）【代理出席】
　　　　　　　　　日本馬事協会
　　　　　　　　　　　　杉野　繁治　（専務理事）
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　　　　　　　　　全国乗馬倶楽部振興協会
　　　　　　　　　　　　草野　信一　（専務理事）
　　　　　　　　　全国公営競馬獣医師協会
　　　　　　　　　　　　上田　　毅　（会長）
　　　　　　　　　競走馬育成協会
　　　　　　　　　　　　和田　隆一　（副会長理事）
　　　　　　　　　日本競走馬協会
　　　　　　　　　　　　佐藤　忠昭　（常務理事）
　　　　　　　　　軽種馬育成調教センター
　　　　　　　　　　　　杉本　　修　（専務理事）
　　　　　　　　　日高家畜衛生防疫推進協議会
　　　　　　　　　　　　駒澤　弘義　（理事）
　　　　　　　　　胆振家畜自衛防疫推進協議会
　　　　　　　　　　　　吉田　喜義　（事務局長）【代理出席】
　　　　　　　　　ジャパン・スタッドブック・インターナショナル
　　　　　　　　　　　　滝澤　　勇　（理事長）
　　　　　　　　　中央畜産会　衛生指導部
　　　　　　　　　　　　関谷　順一　（衛生指導部長）
　　　　　　　　　日本中央競馬会
　　　　　　　　　　　　朝井　　洋　（馬事部長）
　　　　　　　　　　　　奥　河寿臣　（馬事部部長補佐）
　　　　　　　　　　　　吉成　公伸　（馬事部獣医課長）
　　　　　　　　　　　　伊藤　　幹　（馬事部防疫課長）
　　　　　　　　　　　　安斉　　了　（競走馬総合研究所長）【欠席】
　　　　　　　　　　　　松村　富夫　（競走馬総合研究所栃木支所長）
　　　　　　　　　　　　上野　儀治　（競走馬総合研究所企画調整室長）
　　　　　　　　　　　　近藤　高志　（競走馬総合研究所栃木支所分子生物研究室長）
　　　　　　　　　　　　中西　　有　（栗東ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ ･ ｾﾝﾀｰ競走馬診療所長）
　　　　　　　　　　　　坂本　浩治　（美浦ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ ･ ｾﾝﾀｰ競走馬診療所長）
　　　　　　　事 務 局：
　　　　　　　　　日本中央競馬会
　　　　　　　　　　　　栗本慎二郎　（馬事部防疫課課長補佐）
　　　　　　　　　　　　菊地　拓也　（馬事部防疫課係長）
　　　　　　　　　　　　南　　卓人　（馬事部防疫課係長）
　　　　　　　オブザーバー：
　　　　　　　　　農林水産省
　　　　　　　　　　　　北村　泰寛　（競馬監督課　業務第 1 係長（中央班））
　　　　　　　　　　　　荒川由紀子　（畜産振興課　家畜改良推進班　馬係長）
　　　　　　　　　全国公営競馬獣医師協会
　　　　　　　　　　　　上田　　毅　（常任理事）

2Ⅱ . 平成 25 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会開催報告
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　　　　　　　　　日本軽種馬協会
　　　　　　　　　　　　江口　貞夫　（首席調査役）
　　　　　　　　　地方競馬全国協会
　　　　　　　　　　　　豊田　哲士　（公正部　調査役 / 専門役）
４．議事次第：
　１）開　　会： 　　　 事務局長　　朝井　　洋
　２）議長挨拶： 議　　長　　後藤　正幸
　３）動物衛生課挨拶： 来　　賓　　川島　俊郎
　４）議　　題（進行：後藤議長）
　　①平成 24 年度軽種馬防疫協議会事業報告ならびに収支決算 朝井　事務局長【3 ページ】
　　②平成 25 年度軽種馬防疫協議会事業計画ならびに収支予算 朝井　事務局長【3 ページ】
　　③平成 25 年　馬の予防接種要領について（案） 朝井　事務局長【7 ページ】
　５）報告事項（進行：益満常任委員）
　　①競馬場への入厩条件について 　　　　　　　　　　  伊藤（幹）専門委員【8 ページ】 
　　②国内伝染病発生状況
　　・国内伝染病発生状況　　　　　　　　　　　　　　　伊藤（幹）専門委員【9 ページ】
 木村　専門委員
　　③生産地の防疫状況
　　・日高振興局 駒澤　専門委員【10 ページ】
　　・胆振総合振興局　　　　　　　　　　　　　　　　　吉田　専門委員代理【11 ページ】
　　・生産地疾病等調査研究成績 近藤　専門委員
　　④海外伝染病発生状況　　　　　　　　　　　　　　　伊藤（幹）専門委員【12 ページ】
　　⑤馬の輸出入検疫状況 向井　専門委員【13 ページ】
　　⑥飼養衛生管理基準  （馬）                                              大倉　専門委員【14 ページ】
　　⑦生産育成地における防疫推進事業
　　・育成馬等予防接種推進事業 伊藤　専門委員【18 ページ】
　　・馬鼻肺炎ワクチン接種推進事業　　　　　　　　　　　 関谷　専門委員
　　・CEM 蔓延防止対策事業および CEM 侵入防止対策事業　伊藤（幹）専門委員【21 ページ】
 木村　専門委員
　　⑧動物用インフルエンザワクチン国内製造用株選定委員会 中村　専門委員         
　　⑨馬防疫検討会
　　・馬伝染性貧血清浄度評価専門会議 大倉　専門委員
　　・「馬防疫検討会」感染症研究会　　　　　　　      伊藤（幹）専門委員
　６）閉会　　　　　 　　　　　　

3Ⅱ . 平成 25 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会開催報告
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●平成 25 年　馬の予防接種要領について（案）

4Ⅱ . 平成 25 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会開催報告

平成25年 馬の予防接種要領について 

軽種馬防疫協議会 

「平成 25 年 馬の予防接種要領」は下記のとおり全国的に統一して実施されたい。 

なお、馬の移動の際には、下記の予防接種を実施した旨の証明書を携行すること。 

記 

1．馬インフルエンザ 

初年度は使用説明書に基づいて2回接種（基礎免疫）し、以降半年に1回（春季・

秋季）の補強接種を実施すること。 

※ 予防接種間隔が１年を越えた場合は、再度基礎免疫から実施すること。 

2．日本脳炎 

使用説明書に基づき、その年の流行期前の5～6月に2回接種すること。 

※ 5～6月に接種が完了していない場合でも、必ず10月末までに接種すること。 

3．破傷風 

初年度は使用説明書に基づいて2回接種（基礎免疫）し、翌年度からは年1回の補

強接種を実施すること。 

※ 前年度の接種歴がない場合は、再度基礎免疫から実施すること。 

○ 各主催者・団体等が更に詳細な要件を定める場合は、その指示に従うこと。

○ 予防接種を実施した場合は、「馬の健康手帳」の「各種予防接種実施証明書欄」に、

予防液のメーカー、製造番号、接種日、実施者等の必要事項を漏れなく記入すること。 
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●競馬場および調教場への入きゅう条件について

5Ⅱ . 平成 25 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会開催報告

資料 1 

 

 

競馬場および調教場の入きゅう条件について 

 

平成１６年６月３０日１６軽防協第２８号 

軽種馬防疫協議会議長 通知 

 

集団飼育施設における衛生水準を一定以上に保持し、競走馬等を伝染病から守る

ため、競馬場および調教場においては、下記の入きゅう条件を遵守されたい。 

 

記 

 

１．馬伝染性貧血検査 

１）入きゅう日の前年 1月 1日以降の検査証明書を提示すること。 

あるいは 

２）入きゅう時に馬伝染性貧血の検査を実施すること。 

 

２．馬インフルエンザ 

１）初年度は使用説明書に基づいて 2回接種（基礎免疫）し、以降半年に 1回

（春季・秋季）の補強接種を実施すること。ただし、予防接種間隔が 1年

を越えた場合は、再度基礎免疫から実施すること。 

２）入きゅう時には予防接種を実施した旨の証明書を提示すること。 
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●国内伝染病発生状況

●月別発生状況（2012 年）

6Ⅱ . 平成 25 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会開催報告
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●生産地の防疫状況（北海道日高振興局管内）

7Ⅱ . 平成 25 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会開催報告
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●生産地の防疫状況（北海道胆振総合振興局管内）

8Ⅱ . 平成 25 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会開催報告
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●世界各国における馬の伝染病の発生状況（2012 年）

9Ⅱ . 平成 25 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会開催報告
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●輸入馬の仕出地域別検疫頭数

10Ⅱ . 平成 25 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会開催報告
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●飼養衛生管理基準（馬）

11Ⅱ . 平成 25 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会開催報告
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す
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両
を

入
れ

る
者

に
対

し
、
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-
2

-

衛
生

管
理

区
域

に
出

入
り

す
る

際
に

当
該

消
毒

設
備

を
利

用
し

て
当

該
車

両
の

消
毒

を

さ
せ

る
こ

と
（

そ
の

者
が

当
該

消
毒

設
備

と
同

等
以

上
の

効
果

を
有

す
る

消
毒

設
備

を

携
行

し
、

当
該

出
入

口
付

近
に

お
い

て
当

該
消

毒
設

備
を

利
用

し
て

消
毒

を
す

る
場

合

を
除

く
。
）
。

５
厩

舎
に

立
ち

入
る

者
の

消
毒

５
厩

舎
の

出
入

口
付

近
に

消
毒

設
備

を
設

置
し

、
立

ち
入

る
者

に
対

し
、

厩
舎

に
出

入

り
す

る
際

に
当

該
消

毒
設

備
を

利
用

し
て

手
指

の
洗

浄
又

は
消

毒
及

び
靴

の
消

毒
を

さ

せ
る

こ
と

（
そ

の
者

が
当

該
消

毒
設

備
と

同
等

以
上

の
効

果
を

有
す

る
消

毒
設

備
を

携

行
し

、
当

該
出

入
口

付
近

に
お

い
て

当
該

消
毒

設
備

を
利

用
し

て
消

毒
を

す
る

場
合

を

除
く

。
）
。

Ⅳ
野

生
動

物
等

か
ら

の
病

原
体

の
侵

入
防

止

６
給

餌
設

備
、

給
水

設
備

等
へ

の
野

生
動

物
の

排
せ

つ
物

６
厩

舎
の

給
餌

設
備

及
び

給
水

設
備

並
び

に
飼

料
の

保
管

場
所

に
ね

ず
み

、
野

鳥
等

の

等
の

混
入

の
防

止
野

生
動

物
の

排
せ

つ
物

等
が

混
入

し
な

い
よ

う
必

要
な

措
置

を
講

ず
る

こ
と

。

７
飲

用
に

適
し

た
水

の
給

与
７

飼
養

す
る

馬
に

飲
用

に
適

し
た

水
を

給
与

す
る

こ
と

。

Ⅴ
衛

生
管

理
区

域
の

衛
生

状
態

の
確

保

８
厩

舎
等

及
び

器
具

の
定

期
的

な
清

掃
又

は
消

毒
等

８
厩

舎
そ

の
他

の
衛

生
管

理
区

域
内

に
あ

る
施

設
及

び
器

具
の

清
掃

又
は

消
毒

を
定

期

的
に

す
る

こ
と

。
注

射
針

、
繁

殖
検

査
用

器
具

そ
の

他
体

液
が

付
着

す
る

物
品

を
使

用

す
る

際
は

、
一

頭
ご

と
に

交
換

又
は

消
毒

を
す

る
こ

と
。

９
空

房
の

清
掃

及
び

消
毒

９
馬

の
移

動
又

は
出

荷
に

よ
り

馬
房

が
空

に
な

っ
た

場
合

に
は

、
清

掃
及

び
消

毒
を

す

る
こ

と
。

Ⅵ
家

畜
の

健
康

観
察

と
異

状
が

確
認

さ
れ

た
場

合
の

対
処
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-
3

-

1
0

馬
に

異
状

が
確

認
さ

れ
た

場
合

の
移

動
及

び
出

荷
の

停
1
0

飼
養

す
る

馬
に

異
状

が
確

認
さ

れ
た

場
合

（
そ

の
原

因
が

家
畜

の
伝

染
性

疾
病

に
よ

止
る

も
の

で
な

い
こ

と
が

明
ら

か
で

あ
る

場
合

を
除

く
。
）

に
は

、
直

ち
に

獣
医

師
の

診
療

を
受

け
る

と
と

も
に

、
当

該
馬

が
監

視
伝

染
病

に
か

か
っ

て
い

な
い

こ
と

が
確

認
さ

れ

る
ま

で
の

間
、

農
場

か
ら

の
馬

の
移

動
及

び
出

荷
を

行
わ

な
い

こ
と

。
当

該
馬

が
監

視

伝
染

病
に

か
か

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
た

場
合

に
は

、
家

畜
保

健
衛

生
所

の
指

導

に
従

う
こ

と
。

1
1

毎
日

の
健

康
観

察
1
1

毎
日

、
飼

養
す

る
馬

の
健

康
観

察
を

行
う

こ
と

。

1
2

馬
を

導
入

す
る

際
の

健
康

観
察

等
1
2

他
の

農
場

等
か

ら
馬

を
導

入
す

る
場

合
に

は
、

導
入

元
の

農
場

等
に

お
け

る
疾

病
の

発
生

状
況

、
導

入
す

る
馬

の
健

康
状

態
の

確
認

等
に

よ
り

健
康

な
馬

を
導

入
す

る
こ

と
。

導
入

し
た

馬
に

家
畜

の
伝

染
性

疾
病

に
か

か
っ

て
い

る
可

能
性

の
あ

る
異

状
が

な
い

こ

と
を

確
認

す
る

ま
で

の
間

、
他

の
家

畜
と

直
接

接
触

さ
せ

な
い

よ
う

に
す

る
こ

と
。

1
3

馬
の

移
動

又
は

出
荷

時
の

健
康

観
察

1
3

馬
の

移
動

又
は

出
荷

を
行

う
場

合
に

は
、

移
動

又
は

出
荷

の
直

前
に

当
該

馬
の

健
康

状
態

を
確

認
す

る
こ

と
。

1
4

感
染

ル
ー

ト
等

の
早

期
特

定
の

た
め

の
記

録
の

作
成

及
1
4

次
に

掲
げ

る
事

項
に

関
す

る
記

録
を

作
成

し
、
少

な
く

と
も

一
年

間
保

存
す

る
こ

と
。

び
保

存
（

１
）

導
入

し
た

馬
の

種
類

、
頭

数
、

健
康

状
態

、
導

入
元

の
農

場
等

の
名

称
及

び
導

入

の
年

月
日

（
２

）
移

動
又

は
出

荷
を

行
っ

た
馬

の
種

類
、

頭
数

、
健

康
状

態
、

移
動

又
は

出
荷

先
の

農
場

等
の

名
称

及
び

移
動

又
は

出
荷

の
年

月
日

（
３

）
飼

養
す

る
馬

の
異

状
の

有
無

並
び

に
異

状
が

あ
る

場
合

に
あ

っ
て

は
そ

の
症

状
、

頭
数

及
び

月
齢

Ⅸ
大

規
模

所
有

者
に

関
す

る
追

加
措

置
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-
4

-

1
5

獣
医

師
等

の
健

康
管

理
指

導
1
5

大
規

模
所

有
者

は
、

農
場

ご
と

に
、

家
畜

保
健

衛
生

所
と

緊
密

に
連

絡
を

行
っ

て
い

る
担

当
の

獣
医

師
又

は
診

療
施

設
を

定
め

、
定

期
的

に
当

該
獣

医
師

又
は

診
療

施
設

か

ら
当

該
農

場
に

お
い

て
飼

養
す

る
馬

の
健

康
管

理
に

つ
い

て
指

導
を

受
け

る
こ

と
。

1
6

情
報

の
周

知
1
6

大
規

模
所

有
者

は
、

家
畜

の
伝

染
性

疾
病

の
発

生
の

予
防

及
び

ま
ん

延
の

防
止

に
関

す
る

情
報

を
全

従
業

員
に

周
知

徹
底

す
る

こ
と

。
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15Ⅱ . 平成 25 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会開催報告

●育成馬等予防接種推進事業

① 育成馬等予防接種推進事業

◎ 事業の概要 

１．事業目的 

競馬場入きゅう前の育成馬及び生産地の繁殖牝馬について予防接種の徹底を

図り、馬防疫の推進に資する。 

２．事業内容 

１歳馬、２歳馬及び繁殖牝馬の競走用育成馬等（軽種及び重種）に対し、所定

の期日に日本脳炎、破傷風及び馬インフルエンザについて予防接種を行う。 

ワクチン接種に必要な費用の一部を助成する。 

３．助成率 

JRA 65.2% ： NAR 18.5% ： JBBA 16.3% 

４．事業実施主体 

（公社）日本軽種馬協会 

５．事業主体 

（社）中央畜産会 

６．事業期間 

平成 24 年 4 月～平成 25 年 3 月 

◎ 助成額 

「標準事業単価」 

① ３種混合ワクチン 1 頭 1 回あたり： ２，８３０円 

② 日本脳炎ワクチン 1 頭 1 回あたり：   ６７０円 

③ 馬インフルエンザワクチン 1 頭 1 回あたり： １，８５０円 

※ 必要経費と標準事業単価の低い方の額の 1/2 を助成 
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16Ⅱ . 平成 25 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会開催報告

◎ ワクチン接種プログラム

種類 

区分 

日本脳炎 

ワクチン 

破傷風 

ワクチン 

馬インフルエンザ

ワクチン 

１歳 

1 月～3月 

２回接種（基礎免疫）＊ 

１歳 

5 月～6月 

１回接種（補強接種）＊＊ 

１歳 

10 月～12 月 

１回(補強接種) 

２歳 

5 月～6月 

１回接種（補強接種）

２歳 

5 月～8月 

１回（補強接種）

＊＊＊ 

２歳 

10 月～12 月 

１回(補強接種) 

育成馬等 

予防接種 

推進事業 

繁殖牝馬 

9 月～12 月 

１回 

＊2回目の接種は、１回目の接種から 4週間以上経過（2ヵ月以内）してから接種すること。 

＊＊基礎免疫の２回目の接種から概ね 3ヵ月後（2～4ヵ月後）に接種すること。 

 3 種混合ﾜｸﾁﾝを接種できない場合は馬ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞﾜｸﾁﾝと日本脳炎ﾜｸﾁﾝを接種すること。 

＊＊＊日本脳炎の補強接種は、3種混合ﾜｸﾁﾝ接種後 2週間～2ヶ月以内に接種すること。 
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17Ⅱ . 平成 25 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会開催報告

平
成

2
5
年

4
月

（
単

位
：
頭

）

実
施
年

※
参
考

平
成
2
4
年
（
1
-
3
月
）

平
成

2
5
年

（
1
-
3
月

）

1
歳

繁
殖

牝
馬

1
歳

3
種

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

3
種

日
本
脳
炎

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

3
種

基
礎

接
種

基
礎

接
種

補
強

接
種

補
強

接
種

補
強

接
種

補
強

接
種

補
強

接
種

接
種

基
礎

接
種

北
海
道

1
3
,1
5
2

0
6
,9
4
9

5
,8
2
7

4
,0
0
8

2
,9
6
1

1
,0
0
1

4
,1
4
9

1
2
,6
9
0

3
7
,5
8
5

青
　
森

2
7
6

0
1
5
5

5
5

1
9

1
3

8
1
6

2
2
3

4
8
9

岩
　
手

0
0

0
4
2

4
9

3
5

1
4

3
0

1
4
3

宮
　
城

2
2

0
2

3
1

0
0

1
3

6
2
5

福
　
島

0
0

0
1
3

4
1

5
1

6
8

0
0

1
7
3

茨
　
城

0
0

3
2
9

8
7

1
2
8

1
7
0

0
0

4
1
7

千
　
葉

0
0

3
6

4
4

8
5

5
9

5
1

2
7

0
3
0
2

熊
　
本

1
7

0
6

8
9

2
1

6
18

5
0

宮
　
崎

3
0

0
1
5

6
0

5
9

4
3

1
0

1
2

2
4

2
2
3

鹿
児
島

4
6

0
4
2

1
3
9

1
2
2

8
1

2
5

2
4

4
8

4
8
1

計
1
3
,5
4
3

0
7
,2
0
8

6
,2
2
0

4
,4
8
0

3
,3
7
3

1
,3
4
8

4
,2
5
0

1
3
,0
0
9

3
9
,8
8
8

※
計
（
延
べ
頭
数
）
は
、
平
成
2
4
年
度
事
業
（
平
成
2
4
年
4
月
～
平
成
2
5
年
3
月
）
で
の
実
施
頭
数
の
総
計

平
成

2
4
年

度
　
育

成
馬

等
予

防
接

種
実

施
状

況

2
歳

接
種
内
容

（
公

社
）
中

央
畜

産
会

衛
生

指
導

部

計
（
延

べ
頭

数
）

平
成

2
4
年

（
4
-
1
2
月

）

1
歳

3
種
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●馬伝染性子宮炎蔓延防止対策事業＆馬伝染性子宮炎侵入防止対策事業

18Ⅱ . 平成 25 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会開催報告

PCR 

4,300 1 

PCR 

4,300 1 

PCR 

4,300 1 

PCR 

4,300 1 
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Ⅲ . 話題提供

1. 動物用インフルエンザワクチン国内製造用株選定委員会の概要

　　（1）設立の趣旨および経緯
動物用インフルエンザワクチン国内製造用株の定期的な見直しおよび製造用株の選定を行い、野外流行
株に有効なインフルエンザワクチンを確保するため、平成 22 年 9 月に動物医薬品検査所内に設置された。

　　（2）国内製造用株変更・株選定の手順
①株変更の要否の決定
・畜水産安全管理課長が動物医薬品検査所長（所長）に製造用株の変更の要否および選定を依頼
・所長は株選定委員会を開催し、株変更の必要性を検討
②ワクチン候補株の作成
・研究機関等にワクチン候補株の作成を依頼
③ワクチン候補株の製造用株としての適性確認
・所長は民間団体等へ製造用株としての適性試験の実施を依頼
・所長は株選定委員会を開催し、ワクチン候補株の製造用株としての適性を検討
・所長は製造用株を畜水産安全管理課長へ報告
④ワクチン株の決定と配付
・畜水産安全管理課長は製造用株決定を通知
・所長は製造用株を製造所社へ配付

　　（3）平成 25 年 5 月 24 日に開催された同委員会の概要
①ワクチン株の変更の要否

OIE（国際獣疫事務局）馬インフルエンザ専門家委員会は、H3N8 亜型フロリダ亜系統のクレード 1
及びクレード 2 をワクチン株とすることを推奨している。日本で製造されているワクチンは、アメリ
カ系統フロリダ亜系統クレード 1 のイバラキ株、アメリカ系統アルゼンチン亜系統のラプラタ株およ
びユーラシアン系統のアベスタ株の 3 株を含んでいるものの、OIE が推奨するクレード 2 の株は含ん
でいない。
しかしながらこの 3 株のうちラプラタ株は、アルゼンチン亜系統だがクレード 2 と抗原性状が近いと
の研究報告がある。英国及びアイルランドの野外株に対し、ラプラタ株の交差性が若干下がっている
が、現行ワクチン株は十分有効であると考えられることから、「ワクチン株を変更する必要はない。」
との結論となった。

②日本中央競馬会（JRA）からの要望
ユーザーであり、競馬の開催者としての JRA から、国際馬術連盟が主催する大会の参加要件に OIE
推奨株を含むワクチンの接種を検討していること、および OIE の英国及びアイルランドのレファレン
スラボが両国の競馬統括機関に OIE 推奨株を含むワクチンの接種を出走要件に含めるよう働きかけて
いることから、それらに対応するため、日本の現行ワクチン入っていないアメリカ系統フロリダ亜系
統クレード２のワクチン株の追加について要望があった。検討の結果、クレード２の株をワクチン株
として追加する方向で検討を開始することになった。

Ⅲ . 話題提供 1
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2Ⅲ . 話題提供

【参考】　馬インフルエンザウイルス H3N8 の HA 遺伝子の系統樹

※　表中の箱で囲われた株は、現在日本のワクチンに含まれる株を示す。
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2. 馬感染症シリーズ「馬伝染性子宮炎（第 3 版）」および「馬の感染症（第 4 版）」の発刊について

3Ⅲ . 話題提供

　公益社団法人中央畜産会より馬感染症シリーズ「馬伝染性子宮炎（第 3 版）」および「馬の感染症（第 4 版）」
が発刊されました。

「馬伝染性子宮炎（第 3 版）」は平成 9 年に発刊された第 2 版をもとに、平成 21 年に清浄化が確認されるまで
の経緯や、最新の知見を加筆・修正いたしました。また「馬の感染症（第 4 版）」についても、平成 17 年発
刊の第 3 版をもとに、最新の知見および現在の国内発生状況・防疫状況を加筆し、内容を全面的に刷新いた
しました。
冊子をご希望の方は中央畜産会衛生指導部までお問い合わせください。

（軽種馬防疫協議会のホームページからもデジタル版をご覧いただけます。）
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1．平成 25 年度　「馬防疫検討会」馬感染症研究会
　「馬防疫検討会」馬感染症研究会が下記のとおり開催された。
　馬感染症研究会・技術部会
　１．主　　催：農林水産省／動物衛生研究所／日本中央競馬会（JRA）／中央畜産会
　２．開催日時：平成 25 年 10 月 21 日（月）～ 10 月 24 日（木）
　３．開催場所：JRA 競走馬総合研究所栃木支所
　４．プログラム
　第 1 日目　10 月 21 日（月）
　進行：伊藤　　幹　（JRA 馬事部防疫課）
　　　（１）開会挨拶　大倉　達洋（農林水産省  消費・安全局  動物衛生課）
　　　（２）主催者紹介
　　　（３）わが国における馬の防疫体制
　 　　　　座長：山川　　睦（動物衛生研究所）
　　①馬の防疫と馬防疫検討会の役割
　　　　　大倉　達洋（農林水産省  消費・安全局  動物衛生課）
　　②軽種馬の防疫と JRA の役割
　　　　　栗本慎二郎（JRA 馬事部防疫課）
　　③馬の防疫に関する各都道府県の現状
　　　　　参加都道府県代表者
　　　（４）保定法／個体識別法／検体採取法（実習）

講師：菊地　拓也（JRA 馬事部  防疫課）・辻村　行司・上野　孝範・村中　雅則・丹羽　秀和・ 
根本　学・坂内　天・木下　優太（JRA 競走馬総合研究所  栃木支所）

　　　（５）栃木支所施設案内　
案内：針生　和久（JRA 競走馬総合研究所  栃木支所）

　第 2 日目　10 月 22 日（火）
　　　（６）ウイルス感染症の血清学的診断法―１（実習）

講師：辻村　行司・根本　　学・坂内　　天（JRA 競走馬総合研究所  栃木支所）
　　　（７）ウイルス感染症の血清学的診断法―２（実習）　

講師：辻村　行司・根本　　学・坂内　　天（JRA 競走馬総合研究所  栃木支所）
　第 3 日目　10 月 23 日（水）
　　　（８）細菌感染症（講義）

講師：丹羽　秀和・木下　優太（JRA 競走馬総合研究所  栃木支所）
　　　（９）細菌感染症（実習）

講師：丹羽　秀和・木下　優太（JRA 競走馬総合研究所  栃木支所）
　　　（１０）病理診断法（講義）

講師：上野　孝範（JRA 競走馬総合研究所  栃木支所）
　　　（１１）病理診断法（実習）

講師：上野　孝範・村中　雅則・片山　芳也（JRA 競走馬総合研究所  栃木支所）
　第 4 日目　10 月 24 日（木）
　　　（１２）細菌感染症（実習）

　講師：丹羽　秀和・木下　優太（JRA 競走馬総合研究所  栃木支所）

4Ⅲ . 話題提供

３. 平成 25 年度　防疫に関する学術集会
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　　　（１３）細菌感染症（講義）
講師：丹羽　秀和・木下　優太（JRA 競走馬総合研究所  栃木支所）

　　　（１４）原虫感染症（講義）
講師：片山　芳也（JRA 競走馬総合研究所  栃木支所）

　　　（１５）寄生虫症（講義）
講師：村中　雅則（JRA 競走馬総合研究所  栃木支所）

　　　（１６）ウイルス感染症―１（講義）
講師：近藤　高志（JRA 競走馬総合研究所  栃木支所）

　　　（１７）ウイルス感染症―２（講義）
講師：山中　隆史（JRA 競走馬総合研究所  栃木支所）　　

　　　（１８）意見交換　
司会：伊藤　　幹（JRA 馬事部  防疫課）

　　　（１９）閉会挨拶
松村　富夫（JRA 競走馬総合研究所  栃木支所）

　５．技術部会参加者
　①  農林水産省 消費・安全局動物衛生課 大倉　達洋
 動物検疫所検疫部動物検疫課 稲垣麻由子
 動物検疫所成田支所検疫第３課　　 浅倉　将人
　②（独）農業・食品産業技術総合研究機構　動物衛生研究所 山川　　睦
　③  家畜保健衛生所 北海道日高家畜保健衛生所　　　　 宮澤　和貴
 北海道釧路家畜保健衛生所　 太田　晴喜
 岩手県県北家畜保健衛生所　　 金子和華子
 茨城県県南家畜保健衛生所　 藤井　勇紀
 栃木県県北家畜保健衛生所　 湯澤　裕史
 千葉県中央家畜衛生保健所　　 萩原　妙子
 神奈川県県央家畜保健衛生所　　 横澤こころ
 山梨県西部家畜保健衛生所　　　　　　 三嶋　渓太
 新潟県下越家畜保健衛生所　　　　　　 桐生　直哉
 愛知県西部家畜保健衛生所尾張支所　　 犬養　尚子
　                    岐阜県中央家畜保健衛生所　　　　　 村瀨　舞子
　　　　　　　　　　  広島県東部家畜保健衛生所　　　 大道　結乃
　　　　　　　　　　  高知県西部家畜衛生保健所　　　　 森本　　啓
　　　　　　　　　　  福岡県北部家畜衛生保健所　　 永野　英樹
　　　　　　　　　　  鹿児島県姶良家畜保健衛生所　　　 藤岡　康浩
　④  （公社）中央畜産会衛生指導部　　　　　　　　　　　 原田　博文
　⑤  日本中央競馬会 馬事部防疫課　 伊藤　　幹、栗本慎二郎
  菊地　拓也、南　　卓人
 競走馬総合研究所　栃木支所　　　　 松村　富夫、針生　和久、
  近藤　高志、片山　芳也、
  上野　孝範、辻村　行司、
   村中　雅則、丹羽　秀和、
   根本　　学、坂内　　天、
   木下　優太

5Ⅲ . 話題提供
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　馬感染症研究会・研究部会
　１．主　　催：農林水産省／動物衛生研究所／日本中央競馬会（JRA）／中央畜産会
　２．開催日時：平成 25 年 10 月 25 日（金）午前 10 時～午後 3 時 20 分
　３．開催場所：JRA 競走馬総合研究所 栃木支所
　４．プログラム

進行：松村　富夫（JRA 競走馬総合研究所  栃木支所）
　　（１）開会挨拶

津田　知幸（動物衛生研究所　所長）
益満　宏行（JRA 理事）

　　（２）特別講演
司会：坂本　研一（動物衛生研究所）

「ワクチン開発と病理学」
布谷　鉄夫（日本生物科学研究所）

　　（３）一般講演  
　　　座長：山川　　睦（動物衛生研究所）
　　　　１）我が国における家畜の日本脳炎発生動向

白藤　浩明（動物衛生研究所）
　　　　２）ヘンドラ・ニパウイルス感染症の発生状況

山田　　学（動物衛生研究所）
　　　座長：近藤　高志（JRA 競走馬総合研究所  栃木支所）
　　　　３）EHV-1 の感染実験における子宮・胎盤病変

片山　芳也（JRA 競走馬総合研究所  栃木支所）
　　　　４）犬インフルエンザウイルス（H3N8）感染犬から馬への異宿主伝播の可能性

山中　隆史（JRA 競走馬総合研究所  栃木支所）
　　（４）共同研究実施概要
　　　座長：山川　　睦（動物衛生研究所）
　　　　１）感染症の新規診断法開発のための分子生物学的基礎研究
　　　　　　－馬パラチフス菌の全ゲノム塩基配列の決定－

秋庭　正人（動物衛生研究所）
　　　　２）感染症の新規診断法開発のための分子生物学的基礎研究
　　　　　　－レーザーマイクロダイゼクション法を用いた馬感染症の病理学的診断法の検討－

播谷　　亮（動物衛生研究所）
　　（５）感染症に関する情報交換
　　　座長：針生　和久（JRA 競走馬総合研究所  栃木支所）
　　　　１）国内外における馬の伝染病の発生状況

栗本慎二郎（JRA 馬事部  防疫課）
　　　　２）馬の輸出入検疫状況　

中尾　哲也（農林水産省動物検疫所）
　　　　３）馬用の生物学的製剤の検定状況および動物用インフルエンザワクチン国内製造用株選定委員会の
　　　　　　議事概要　

蒲生慎一郎（農林水産省動物医薬品検査所）
　　（６）閉会挨拶

松村　富夫（JRA 競走馬総合研究所  栃木支所長）
　５．研究部会参加者
　①  （一財）日本生物科学研究所　　　　　　　　　　　　　　　 布谷　鉄夫
　②（独）農業・食品産業技術総合研究機構　動物衛生研究所　 津田　知幸、坂本　研一

6Ⅲ . 話題提供
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 山川　　睦、山田　　学
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白藤　浩明、播谷　　亮
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秋庭　正人、清水　茂長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大桑　由佳、下出　圭吾
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　阿部　祥次、水島　　亮
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長谷部文子
　③  農林水産省動物検疫所　　　　　　　　　　　　　　 中尾　哲也、柴田　明弘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 粕谷　和史、豊嶋　理沙
 田中　信行、戸谷　理詩
 岩田　　啓、下久保奈都津美
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 戸谷　理詩
　④  農林水産省動物医薬品検査所　　　　　　　　　　　　　　 中村　成幸　　　　　　　
　⑤  家畜保健衛生所 　　北海道日高家畜保健衛生所　　　　　 宮澤　和貴
 北海道釧路家畜保健衛生所　　　　　 太田　晴喜
 岩手県県北家畜保健衛生所　 金子和華子
 茨城県県南家畜保健衛生所　　　 藤井　勇紀
 栃木県県北家畜保健衛生所　　　　　 湯澤　裕史
 千葉県中央家畜衛生保健所　　　　　　 萩原　妙子
 神奈川県県央家畜保健衛生所　　　　 横澤こころ
 山梨県西部家畜保健衛生所　　　 三嶋　渓太
 新潟県下越家畜保健衛生所　　　　　 桐生　直哉
 愛知県西部家畜保健衛生所尾張支所　　　 犬養　尚子
　                    岐阜県中央家畜保健衛生所　　　　　　　 村瀨　舞子
　　　　　　　　　　  広島県東部家畜保健衛生所　　　　　　　　 大道　結乃
　　　　　　　　　　  高知県西部家畜衛生保健所　　　　　 森本　　啓
　　　　　　　　　　  福岡県北部家畜衛生保健所　　　　　　　 永野　英樹
　　　　　　　　　　  鹿児島県姶良家畜保健衛生所　　　　　 藤岡　康浩
　⑥  栃木県県南家畜保健衛生所　　　　　　　　　　　　　　　　 佐藤　満雄
　⑦（一財）化学及血清療法研究所　　　　　　　　　　　　　 山崎　憲一、前山恵梨香
　⑧（公社）日本軽種馬協会　　　　　　　　　　　　　　　　　　 江口　貞男
　⑨（公社）中央畜産会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 原田　博文
　⑩  日本中央競馬会 馬事部 益満　宏行、朝井　　洋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 奥　河寿臣、吉成　公伸
  伊藤　　幹、栗本慎二郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 菊地　拓也、南　　卓人
                                                           立野　大樹、太田　　稔
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 越智　章仁
　 競走馬総合研究所 安斉　　了、平賀　　敦
  上野　儀治
 競走馬総合研究所　栃木支所 松村　富夫、森　誠一郎
  針生　和久、片山　芳也
  近藤　高志、山中　隆史
  上野　孝範、辻村　行司
  村中　雅則、丹羽　秀和
  根本　　学、坂内　　天
  木下　優太

7Ⅲ . 話題提供
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 2．第 41 回生産地における軽種馬の疾病に関するシンポジウムの開催報告
　（本発表会において報告された演題の要旨集は軽種馬防疫協議会のホームページでご覧いただけます。）

　１．主　　催：日本中央競馬会（JRA）
　２．開催日時：平成 25 年 7 月 11 日（木）
　３．開催場所：新ひだか町公民館・コミュニティセンター
　４．議　　事
　シンポジウム 1
　　「妊娠馬の胎子検査の現状と展望」
　　座長：南保　泰雄（JRA 日高育成牧場）
　　１）ポータブルエコーによる胎盤検査 - 子宮胎盤厚の測定でわかること -

○扇谷　　学（NOSAI 日高　西部家畜診療所）
　　２）超音波による胎子診断

○村瀬　晴嵩（JRA 日高育成牧場）
　　３）馬の妊娠期における特異なホルモンの合成・分泌機構について

○永田　俊一（競走馬理化学研究所）
　　４）ホルモン検査による流産 ･ 早産兆候の早期診断

○敷地　光盛（HBA 浦河診療所）

　JRA からのお知らせ
　　　　薬物規制制度の変更点について

○吉成　公伸（JRA 馬事部獣医課）
　帰朝報告
　　座長：横田　貞夫（JRA 日高育成牧場）
　　　　アイルランドにおける移行免疫不全症の対処法

○冨成　雅尚（JRA 日高育成牧場）

　シンポジウム 2
　　「馬感染症のサーベイランスおよび疫学調査」
　　座長：信本　聖子（日高家畜衛生保健所）
　　１）ウイルス感染症のサーベイランス

○辻村　行司（JRA 競走馬総合研究所  栃木支所）
　　２）細菌感染症のサーベイランス

○木下　優太（JRA 競走馬総合研究所  栃木支所））
　　３）原因不明斃死馬等の感染病理学的調査

○片山　芳也（JRA 競走馬総合研究所  栃木支所）

　一般講演
　　座長：近藤　高志（JRA 競走馬総合研究所  栃木支所）
　　１）日高管内における馬鼻肺炎多発要因の疫学的考察

○宮澤　和貴（日高家畜衛生保健所）
　　２）サラブレッド種離乳当歳馬における Lawsonia intracellularis 感染症の集団発生について

○川崎　洋史（ノーザンファーム）
　　３）当歳馬の馬ローソニア感染症の症例について

○荒川　雄季（NOSAI 日高  東部家畜診療所）
　　座長：佐藤　文夫（JRA 日高育成牧場）
　　４）サラブレッド種 2 歳馬におけるトレーニングセール上場馬
　　　　レポジトリー提出 X 線検査画像の調査蹄骨床縁切痕と縫際点蟻洞の関連性

○宮越　大輔（HBA 静内診療所）

8Ⅲ . 話題提供
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3．第 55 回競走馬に関する調査研究発表会

＊本発表会において報告された演題のうち、軽種馬の衛生および防疫に関するものについて講演名を転載
　（要旨集は軽種馬防疫協議会のホームページでご覧いただけます。）

　１．開催日時：平成 25 年 12 月 2 日（月）

　２．開催場所：東京大学　農学部　弥生講堂

　　（１）JRA ホームブレッドに認められた Lawsonia intracelluraris 感染症

○遠藤　祥郎（JRA 宮崎育成牧場）

　　（２）トレーニング・センターにおける馬鼻肺炎ワクチン接種体制変更前後の流行状況調査

○大出　隆浩（JRA 美浦トレーニング・センター）

　　（３）トレーニング・センター 3 歳馬に対する馬鼻肺炎ワクチン全頭接種による集団免疫効果

○坂内　　天（JRA 競走馬総合研究所  栃木支所） 

　　（４）静脈内投与が可能な抗インフルエンザ治療薬（ペラミビル）の馬インフルエンザ治療への応用

○山中　隆志（JRA 競走馬総合研究所  栃木支所）

　　（５）馬臨床獣医師における MRSA 保菌調査　第 2 報

○新崎　裕太（JRA 栗東トレーニング・センター）

　　（６）競走馬の Clostridium difficile 感染症（CDI）に対するメトロニダゾールを用いた治療法について

○黒田　泰輔（JRA 栗東トレーニング ･ センター）

　　（７）クロストリジウム・ディフィシル感染症発症馬と術後入院した非発症馬から分離された株の遺伝学的

性状の解析

○丹羽　秀和（JRA 競走馬総合研究所  栃木支所）

　　（８）1-3 ヶ月齢の子馬における気管洗浄液中 Pneumocystis carinii 遺伝子量の推移

○上野　孝範（JRA 競走馬総合研究所  栃木支所）

9Ⅲ . 話題提供
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Ⅳ . 軽種馬防疫協議会からのお知らせ
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Ⅳ . 軽種馬防疫協議会からのお知らせ 2
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平成 26 年 1 月 1 日現在
（順不同・敬称略）

○議　　長 : 後藤　正幸（日本中央競馬会　常務理事）
○常任委員 : 石島　一郎（地方競馬全国協会　理事）
  西村　啓二（日本軽種馬協会　副会長・常務理事）
　  本城　敬文（日本馬術連盟　常務理事）
　  益満　宏行（日本中央競馬会　理事）
○専門委員：
　　　農林水産省
　  大倉　達洋（動物衛生課　課長補佐　防疫業務班）
  珠玖　知志（動物衛生課　課長補佐　検疫業務班）
  飯野　昌朗（畜産振興課　畜産専門官）
  小原　健児（競馬監督課　首席競馬監督官）
  葛谷　好弘（競馬監督課　課長補佐　中央班）
  山野　淳一（競馬監督課　課長補佐　地方班）
  向井　清孝（動物検疫所　検疫部長）
  中村　成幸（動物医薬品検査所　検査第一部長）

 農業・食品産業技術総合研究機構　動物衛生研究所
　  坂本　研一（国際重要伝染病研究領域長）
  山川　　睦（ウイルス・疫学研究領域　領域長補佐）

 地方競馬全国協会
　  岩﨑　幸治（公正部　部長）
  雑賀　雅弘（公正部　調査役）

 日本軽種馬協会
　  木村　慶純（業務部長）  

 地方競馬主催者
　  安井　　正（北海道軽種馬振興公社　業務部主幹）
  佐藤　徹也（帯広市農政部ばんえい振興室　次長）
  伊藤　　真（岩手県競馬組合　業務部管理監）
  原　　　裕（埼玉県浦和競馬組合　業務課主査）
  猪熊　道仁（千葉県競馬組合　業務課　技師）
  中嶋　将彦（特別区競馬組合　事業推進部　競走課厩舎管理係）
  太田　和彦（神奈川県川崎競馬組合　厩舎管理課長）
  四ツ谷正一（石川県競馬事業局　競馬業務課長）
  安藤　恵三（岐阜県地方競馬組合　業務課長）
  安達　教冶（愛知県競馬組合　業務課）

Ⅴ . 軽種馬防疫協議会　委員名簿
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  西　　龍一（兵庫県競馬組合　事業部長）
  長山　昌広（高知県競馬組合　競走馬診療所長）
  相川雄一郎（佐賀県競馬組合　馬診療所　所長補佐）
 日本馬事協会
  杉野　繁治（専務理事）

 日本馬術連盟
  佐藤　信博（事務局長）
  川嶋　　舟（獣医委員会委員）

 全国乗馬倶楽部振興協会
  草野　信一（専務理事）

 全国公営競馬獣医師協会
  上田　　毅（会長）

 競走馬育成協会
  和田　隆一（常務理事）

 日本競走馬協会
  佐藤　忠昭（常務理事）

 軽種馬育成調教センター
  杉本　　修（専務理事）

 日高家畜衛生防疫推進協議会
  駒澤　弘義（理事）

 胆振家畜自衛防疫推進協議会
  猪狩　一郎（副会長）

 中央畜産会
  関谷　順一（衛生指導部長）

 ジャパン・スタッドブック・インターナショナル
  滝澤　　勇（理事長）

 日本中央競馬会
　　　　　馬事部
  朝井　　洋（馬事部長）

2Ⅴ . 軽種馬防疫協議会　委員名簿
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  奥　河寿臣（馬事部長補佐）
  伊藤　　幹（防疫課長）
  吉成　公伸（獣医課長）

　　 競走馬総合研究所  
  安斉　　了（所長）
  上野　儀治（企画調整室長）

　　 競走馬総合研究所栃木支所 
  松村　富夫（支所長）
  近藤　高志（分子生物研究室長）
　　
　　 栗東トレーニング・センター 
  中西　　有（競走馬診療所長）
　　
　　 美浦トレーニング・センター 
  坂本　浩治（競走馬診療所長）
　　
○幹　　事 : 岩﨑　幸治（地方競馬全国協会　公正部　部長）
  雑賀　雅弘（地方競馬全国協会　公正部　調査役）
  木村　慶純（日本軽種馬協会　業務部長）
  佐藤　信博（日本馬術連盟　事務局長）
  朝井　　洋（日本中央競馬会　馬事部長）
  伊藤　　幹（日本中央競馬会　馬事部　防疫課長）

○事務局長 : 朝井　　洋（日本中央競馬会　馬事部長）

○事 務 局 : 奥　河寿臣（日本中央競馬会　馬事部　部長補佐）

  伊藤　　幹（日本中央競馬会　馬事部　防疫課長）

  栗本慎二郎（日本中央競馬会　馬事部防疫課長補佐）

  菊地　拓也（日本中央競馬会　馬事部防疫課係長）

  南　　卓人（日本中央競馬会　馬事部防疫課係長）

3Ⅴ . 軽種馬防疫協議会　委員名簿



（http://keibokyo.com/）

日本中央競馬会、地方競馬全国協会、日本馬術連盟

および日本軽種馬協会を中心に構成され、

軽種馬の自衛防疫を目的とする協議会です。

（昭和 47年 8月 11日　設立）

議　　長　　後藤　正幸
事務局長　　朝井　　洋

事  務  局　　〒106 ‒ 8401　東京都港区六本木 6 ‒ 11 ‒ 1
　　　　　　日本中央競馬会　馬事部　防疫課内
　　　　　　e-mail  info@keibokyo.com
　　　　　　TEL.03 ‒ 5785 ‒ 7517・7518  FAX.03 ‒ 5785 ‒ 7526
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